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存態銀濃度は増加し，淡水条件におけるスペシエーションは [AgCl]0および [AgCl2] －がそ
れぞれ39.3% および55.8% を占めていた。スペシエーションは塩濃度の増大とともに変化
し，海水条件においては [AgCl]0は減少して，[AgCl2] －，[AgCl3]2－および [AgCl4]3－がそれ




　２）異なる pHが SNCの毒性発現に与える影響評価：　酸性（pH	 4），中性（pH	 7），
および塩基性（pH	 9）条件で，試験溶媒の pHが SNCの物理的，化学的性質に与える影
響評価するために，SNC 粒子から解離する溶存態銀の化学スペシエーションの推定を行
った。その結果，淡水条件下にてSNCから解離・生成する溶存態銀のスペシエーションは，
試験溶媒の pH に係わらず Ag+ が0.9%，[AgCl]0が33.0%，[AgCl2]
－が64.5%，[AgCl3]
2－が
























メダカの免疫関連遺伝子（nuclear factor kappa B subunit 1; nfkb1, nuclear factor kappa B 
subunit 2; nfkb2および tumor necrosis factor-like; TNFα）の発現には，成長段階毎に異なる亢
進と抑制が確認された。これを受けて，魚病細菌 Edwardsiella tarda に対する抵抗性に与
える SNC の影響を評価した結果，SNC は初期生活段階（受精卵および孵化仔魚）のメ











れたメダカの各臓器における SNC 蓄積量を定量した結果，検出された SNC の90% 以上
が腸に蓄積していたこと，さらには SNC を曝露されたメダカの糞排泄量が増大したこと
から，抗菌活性を持つ SNC がメダカの腸内細菌叢に影響を与えた可能性が考えられた。
さらに片岡氏は，感染実験に用いた魚病細菌 Edwardsiella tarda のメダカ体内における感
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　以上，片岡知里氏の研究内容は，東洋大学生命科学研究科生命科学専攻の博士学位審査
基準に照らしても妥当であると認められる。従って，所定の試験結果と論文評価に基づき，
本審査委員会は全員一致を以って片岡知里氏の博士学位請求論文は，本学博士学位を授与
するに相応しいものと判断する。
